障害のあるお姉ちゃんのためにできること　　《小学生の部　金賞》
舟入小学校　児童　
ぼくのお姉ちゃんは生まれつき、耳が聞こえません。十才の時、人工内耳の手術をして少し、聞こえるようになったけど、他の人と声だけで話をするのは、むずかしいそうです。
お姉ちゃんの発音は、少し聞き取りにくいけど僕は毎日話しているので分かります。でも、僕の言っていることは、お姉ちゃんには聞こえにくいので、僕は、指文字という五十音を指で伝える表現を使っています。そうすると、お姉ちゃんは、僕の言おうとしていることを理かいして僕たちはたくさん話をすることができます。しかし、指文字ができない人、たとえば僕の祖母はお姉ちゃんと話をすることができません。この前も祖母とお姉ちゃんが話をしている時に、お姉ちゃんが
「おばあちゃんの言っていることがわからん。」
と言ったので僕が指文字で通訳をしました。お姉ちゃんと祖母はよろこんでいました。
　これからもお姉ちゃんや耳が聞こえにくい人と聞こえる人の間に入って手助けをしてあげたいです。

私の周りの全ての人を　　　　　　　　　　　《小学生の部　銀賞》
彩が丘小学校六年　長瀬　愛友佳　
　
「ドンマイ、また一緒に頑張ろうや。」
二年前、この言葉で私は救われました。音楽会のオーディションに落ちて、落ち込んでいた私を、一緒に受けた友達がはげましてくれたのです。その言葉で、ずん、と沈んでいた心はふわっと軽くなりました。人はこんなあたたかい一言だけで、こんなにもうれしく、楽になることができるんだ。初めてこのことを知りました。

その日から私は、「あたたかい一言」をかけるよう心がけています。あたたかい一言をかけたり、かけられたりすると、私の心もじんわりとあたたかくなります。周りの人も笑顔になってくれます。私からの一言、友達からの一言、何げない一言が、私自身と、私達の絆をより一層強いものにしてくれます。あたたかい一言をかける。それが今の私にできる誰かのためにできることです。ほんの小さな小さなことだけれど、それは大きな自信と幸せに変えてくれます。私の周りの全ての人をみんな笑顔にするために。今日もあたたかい一言を。
私のできること　　　　　　　　　　　　　　《小学生の部　銅賞》
東野小学校六年　酒井　花歩　

私は学校の掃除で低学年の人達が使うトイレを担当しています。毎日掃除をしても次の日にはまた汚くなっています。最初は掃除をしてもすぐに汚れるので少しいやでした。でも毎日掃除をしていくうちにトイレがきれいになってきてうれしくなりました。そして掃除をしながら「使う人たちが気持ち良く使うことができたらいいな。」と思うようになりました。今では掃除のメニューにない鏡ふきやマットの掃除もするようになりました。このようなあたり前に行っている事が「だれかのため」になっているのだと思います。
また、自分もみんなの小さな行動に助けられているという事をあたり前だと思わずに、感謝しながら生活していきたいと思います。そうすれば助け合いの輪がひろがってみんなが気持ち良く生活できると思うからです。
今の私がみんなのためにできることは小さなことだけれど、これからはボランティア活動や「だれかのために」と意識をして行動できるようになりたいです。

思いやりの気持ち　　　　　　　　　　　　   《小学生の部　銅賞》
五日市中央小学校六年　加藤　舞　

小学一年生の妹は、何でも私のまねをしたがります。そして、ついてきます。宿題をしている時やつかれている時は、つい「静かにして。」「ついて来ないで。」とおこってしまうこともあります。そんな時、妹はとてもさみしそうな顔をして、時には泣いてしまいます。ある日、妹を泣かせてしまった私に向かって、お母さんが「お姉ちゃんの事が大好きなんだと思うよ。」と言いました。最近少しイライラしていて妹に冷たくあたってしまっていた私は、そのひと言で自分の態度を少し反省しました。そういえば、妹は私が落ちこんでいる時やしかられた時は、いつも一番にそばに来て心配してくれました。けがをした時には、いっしょに病院に来てくれました。私は勝手に妹の面どうを見てあげているのだと思いこんでいたけど、妹も私を助けてくれていたのかもしれません。最初から思いやりを持って妹に接していれば、いやな思いをさせることもなかったと思います。これから私は、思いやりの気持ちを忘れず、人の優しさ、妹の優しさに感謝できる人になっていきたいです。
わたしの心　　　　　　　　　　　　　　　　《小学生の部　入選》
向洋新町小学校二年　本家　椿子　
　今わたしの心はしょんぼりしたり、がっかりしたりしています。なぜかと言うと大すきなおともだちとなかよくしたいけど思うようにできません。くよくよしてかんがえてもおともだちの心はわかりません。きっとおともだちもわたしの心はわからないと思います。もしおともだちの心とわたしの心がわかりあえたらきっとにこにこえがおになれるのではないかと思いました。だからわたしはもっと自分の気もちを口にだしておともだちのお話も、もっとしっかりきいてなかよくなりたいです。人には口や耳があるのでたくさんのお話ができます。そうすれば大人になってもせんそうやケンカなどでかなしい思いをする人が少なくなると思いました。
　自分にやってほしいことしてほしいことはきっとおなじように、人にもしなければいけないと思いました。
人のために　　　　　　　　　　　　　　　　《小学生の部　入選》
戸坂小学校三年　杉浦　芭奈　
私は、ボランティアの人はゆう気があってやさしいと思います。
私たちは、大きなボランティアができなくても、小さなボランティアはできます。たとえば、元気なあいさつをすると気もちが明るくなり、どんな人もたすけられると思います。
私は「さわやかなあいさつ」を心がけています。にもつが重そうな時は手つだってあげます。家でも、りょう理のしょっきを運ぶなどひくい所にある物をとってあげたりと、小さなボランティアでもずいぶん人の役に立てるのです。自分には、できないと思ってやらない。だったら、しっぱいを気にせず思いっきりやるほうがずっといいと思います。
人のために、みんなで「がんばりボランティア」」になって、人をたすけて明るい気もちになってもらいたいです。
これから、「がんばりボランティア」をいしきしてがんばりたいと思います。
公園せいそう　　　　　　　　　　　　　　　《小学生の部　入選》
神崎小学校四年　谷本　理埜　

わたしは月に一回ぐらい公園せいそうをやっています。地いきの人たちといっしょに、学校の近くにある公園をきれいにしようという日です。
落ち葉を集めてとったり、おかしのふくろやクリップなどをとったりして、みんなできれいな公園にしようとしています。そのときはみんなおくのほうのごみも手でとり、くまでで集めてもらいふくろがパンパンでこぼれそうというほど一生けん命にとっています。公園せいそうのとき、知らない人とも心が一つになって、同じ気持ちになれます。全員が「ここで遊ぶ人にいい気持ちで遊んでほしい」という気持ちをもって、公園に来る人のために、みんなのためにきれいにすることができます。
わたしは、公園せいそうできれいにしようという気持ちができてから、ほかの公園でごみが落ちていたら友だちといっしょにとってちゃんとごみ箱にすてることができるようになりました。良い習慣ができたので、これからもずっとつづけていこうと思います。
だれかのためにできること　　　　　　　  　 《小学生の部　入選》
比治山小学校四年　中島　瑞希　
私がいつも心がけていることは、やさしい声かけです。もちろん注意はしますが、できるだけいつもやさしい言葉で話しかけるようにしています。
例えば、だれかが先生におこられたとします。それでおちこんでいたら、
「大じょうぶだよ。次から気をつけたらいいんだから。」
と言えば、相手も、次から気をつけようと考えてくれるはずです。
やさしい声かけは、こまっている人いがいにも使えます。例えば遊ぶやくそくをしていた人が、急に用事ができて遊べなくなったとします。そのときに、
「えーっ。遊ぶやくそくをしていたでしょ。」
というよりは、
「分かった。用事ができたんならしかたがないね。また今度遊ぼうね。」
のほうがいいと思います。
私はやさしい言葉で話せばみんな少しは気分がよくなると思うので、いつもやさしい声かけを心がけています。
ありがとう　　　　　　　　　　　　　　　　　《小学生の部　入選》
安北小学校四年　滝川　さくら　
わたしは、今、たくさんの人に助けてもらっています。
それは、体の具合が悪い時がよくあって学校に行けないことがたくさんあります。そんな時に、クラスの先生や色いろな先生、そしてクラスの友だちが、毎日お手紙をくれたり、家まで会いに来てくれたり、とてもやさしくしてくれます。学校に、ひさしぶりに行けた日も、今までとかわらず遊んでくれたり、勉強も教えてくれたり、はげましの声をかけてくれて、本当にうれしいです。
「ありがとう。」
先生や友だちに、直せつ言えてないけど、わたしを今、助けてもらっていることを忘れずにいたいです。
これから、こまっている人がいたら、今度は、わたしがその人のために、自ぜんに助けてあげられる人になりたいと思います。
重たそうな荷物　　　　　　　　　　　　　　  《小学生の部　入選》
伴南小学校四年　窪　花穏　
私は前友だちといっしょに出かけていました。そのときおばあさんが重そうな荷物をもって階だんを下りていました。
そのおばあさんは少し足の悪い方でした。私の友だちはおばあさんにやさしくそっ

「大じょうぶですか？その荷物私が持ちましょうか。」
と話しかけていました。私は心の中ですごいなぁ～と思いました。それを聞いたそのおばあさんは、
「ありがとうねぇ～。でも大じょうぶだよ。」
と言ってました。でも私の友だちがおばあさんに話しかけたじたいがまず、すごいと心から思ったし、話しかけるのには、とてもゆう気がいります。私の友だちはゆう気もあるしとてもやさしいなぁ～と思いました。私も話しかけてみたらよかったなぁ～と、とっても思いました。
　私はそんなにゆう気がありません。でも、だれかのためにできることを、たくさんしたいと思っているので、次の機会はゆう気を持ってやさしく話しかけたいと思いました。
おばあちゃんのために　　　　　　　　 　　 《小学生の部　入選》
舟入小学校五年　阿野　みそら　
わたしのおばあちゃんは少し体が不自由になっているのでわたしのお母さんがおばあちゃんの家に行ってそうじをしたり、ご飯を作ったりしています。わたしはおばあちゃんのことが好きなのでわたしにも何かできることはないかなと思いました。
お母さんが夕方帰ってきて、今度はわたしたちの洗たくものを片づけたり、ご飯を作ったりとても忙しそうにしていました。わたしはおばあちゃんのお手伝いはなかなかできないけど、わたしがお母さんのお手伝いをしたら、お母さんは助かるので、お母さんがもっとゆっくりおばあちゃんのことができて、それがおばあちゃんのためにもなるのかなと思いました。だからわたしは、学校から帰って洗たくものをたたんだり、ご飯の食器をならべたり自分ができるお手伝いをしました。
おばあちゃんはもしかしたらわたしがお母さんのお手伝いをしていることを気づいていないかもしれないけど。おばあちゃんが少しでも安心して過ごしているならとても気持ちがいいと思いました。

ぼくができること　　　　　　　　　　　　  《小学生の部　入選》
舟入小学校五年　福田　朝日　
ぼくには、祖母がいます。祖母は、病気のために手がしびれるので、重い荷物を持つことができません。ぼくが小さかったころは、すごく元気で、たくさん抱っこをしてくれました。いろんな所にも遊びに連れて行ってくれました。
としをとると、体力も落ちるし、わかいころみたいに動けなくなります。病気にもかかりやすくなります。一人でできないこともでてきます。
だから、ぼくは思いました。今まで祖母がぼくにしてくれたように、今度は自分が祖母のためにできることをしてあげようと思いました。ぼくは、重たい荷物を持ったり、祖母の家の手伝いをしたりしています。祖母は、いつも「ありがとう。」と、うれしそうにぼくにお礼を言ってくれます。お礼を言われると、うれしい気持ちになります。
世の中には、祖母のような病気を持ったお年寄りがたくさんいます。助けを必要としている人がいたら、ぼくはやさしく声をかけて手伝ってあげようと思います。
無関心な大人にはならないぞ　　　　　　 　　  《小学生の部　入選》
向洋新町小学校五年　有田　亘輝　
ぼくは、友達四人とＪＲの電車を利用して習い事へ行っています。最近、とてもこわいことがありました。ホームで電車を待っていると、知らないお年寄りが来て、いきなりぼくの友達の頭をかさでたたいてきました。とてもこわくて、走ってその場からすこしはなれました。そして、近くにいた大人に助けを求めたけど、イヤホンをして下を向いたままで無視されました。だれも助けてくれないままでした。駅員さんの所へ行き、鉄道けい察に来てもらいました。状況を説明するときも声がふるえるくらい、とてもこわかったです。その後、目げき者として協力をお願いされたので、ぼくは友達代表として残りました。お母さんが来てくれても、なかなかこわい思いはなくなりませんでした。でもたたかれた友達が一番こわい思いをしていると思ったのでぼくは残って協力しました。友達はけがをしていなかったのが不幸中の幸いでした。
ぼくは、無関心な大人の態度にとてもきずつきました。だれかがこまっている時は、助けてあげられる大人になりたいです。
地いきのごみ拾い　　　　　　　　　　　　　　 《小学生の部　入選》
五日市小学校五年　平石　千尋　

ぼくはいつも家のごみ出しを手伝っています。そこでよく思うのがゴミを出すまでの道にたくさんのゴミが落ちています。
なぜ大人は自分の家のゴミは出すのに道のゴミには見ないふりをするのかと思うようになりました。そしてぼくはお母さんに言いました。
「五日市の街はよごれても大人は何も言わないのはおかしいね。」と言いました。
するとお母さんはこう言いました。
「いそがしい毎日の中で大人は自分の事ばかり考えるようになっているのかもしれないね。千尋は大切な事を見れてすごいね。」ぼくはゴミ捨ての帰り道に手があいたらゴミを拾って帰る事にしました。違う日にゴミ捨てをしていたお母さんを見るとぼくと同じことをしていました。ぼくとお母さんがゴミを拾っていると近所のおばちゃんが自分の家の前でもないのにごみをはいているのを見ました。
道もきれいになりぼくは何かに気がついた気がしてこれからも続けて行きたいと思います。
笑顔をつなげる　　　　　　　　　　　　　　《小学生の部　入選》
本川小学校六年　宮下　楓香　

私には、医師になって多くの人を笑顔にしたいという夢があります。病気を抱えながら生きる人に小学生の私でも出来る事は何だろうと考えた時、ヘアドネーションを知りました。医療用ウィッグを作る為に髪の毛を寄付する取り組みです。病気で髪の毛を失って鏡を見るのを避けていた女の子が、ウィッグを手に入れ自信や笑顔を取り戻した記事を読んだ日から、私は髪の毛を伸ばし始めました。そして私の意識も変わりました。朝から、髪型が決まるか決まらないかで悩んでいた事が、ちっぽけに思えるようになりました。病気やケガで髪の毛を失う悲しみは、同じ女の子として想像を超えるつらさだと思うからです。私の髪の毛の長さは、まだまだ目標には届きません。けれど丁寧にブラッシングしながら「だれかのためにできること」を考えると嬉しい気持ちになります。誰かの笑顔を思い浮かべながら、笑顔になれる私。そしてまた、私の笑顔が他の誰かの笑顔につながる。そんな笑顔が笑顔を呼ぶ社会になればいいなと思います。
未来の世界を変えるために　　　　　　　　　《小学生の部　入選》
本川小学校六年　宮成　桜子　

二〇一〇年、私の妹が誕生しました。そして産まれた後に障害を持っていることがわかりました。あれから九年以上が経過した現在、妹は広島市立広島特別支援学校の小学四年生になりました。私の小学校に通っている四年生とは外見から見ていろいろなことが異なります。ですが同じ四年生です。同じ子供です。
三年前、神奈川県の相模原市で障害者施設殺人事件が発生しました。容疑者は、
「重症度の高い障害者は生きていても仕方がない。」
と考え事件を起こしたそうです。これは人間の差別です。「お互いの状況を知り、認め合い、それに伴い相手を尊重し、思い、行動に移す」その結果「だれかのためにできること」が見えてくると思います。私は妹たちや世界中の人々が差別というものをされないように、私たちから、良い社会を作っていくことだと思います。また、それは差別だけに限りません。世界に発生しているいろいろな問題。それを解決していくのは私たち人間だから。

そうじ道具入れのロッカー　　　　　　　　　《小学生の部　入選》
原南小学校六年　永井　爽笑　
　私が、五年生の時に、そうじ場所が体育館の時がありました。体育館のそうじ道具入れのロッカーは、とても乱雑にそうじ道具が入っていました。かべにはってある写真とは大ちがいでした。私がそうじ道具を片づけようとすると、みんな投げこんで入れていました。
　その日から私は、そうじが終わった後にロッカーの中をきれいに整とんするようにしました。ほうきをそろえて立てかけて、ちりとりとミニほうきをかけました。そしたら、ロッカーの中もすっきりして、心の中もすっきりしました。
次の日もその次の日もぐちゃぐちゃになっていたのできれいにしました。誰も気付かなくても不思議といやな気持ちになりませんでした。
私はこの経験から、たとえ誰も気付かなくても、言われなくても良い事をするのは大切でそして何よりも、自分が成長できて心が気持ちよく、そして快くなることを知りました。これからも人のために何かをしたいと思っています。
今度はぼくが　　　　　　　　　　　　　　　《小学生の部　入選》
幟町小学校六年　近藤　陽介　
ぼくのおじいちゃんは体が不自由でしゃべるのも大変です。ぼくはおみまいにいった時ごはんを食べさせてあげました。しゃべるのも大変なおじいちゃんは、ぼくに「ありがとう。」と声をかけてくれました。ぼくはびっくりした。だがその後すぐぼくは照れくさそうに、「うん。」とうなずきました。たまにおじいちゃんは一方のところをみつめています。その顔は少しさみしそうにもみえます。ぼくのおばあちゃんはぼくが二年生の頃に亡くなりました。おじいちゃんは一人で心細いのだと思います。ぼくが心細くならないようにそばについてあげたいです。ぼくは今日もおじいちゃんの所へ行きます。おじいちゃんの喜ぶ顔がみれたらうれしいです。いつもぼく達がおみまいに行き、カーテンを開けると、おどろいたような、うれしそうなような顔で、がんばって手をあげて、かんげいしてくれます。おじいちゃんがぼく達にやさしくしてくれたので、今度はぼくがおじいちゃんのためになることをして、元気になってほしいです。
ボランティアとして　　　　　　　　　　　　《小学生の部　入選》
江波小学校六年　安達　凜　
わたしは、二〇一五年に起きた広島県の土砂災害のあった年に、ボランティアをしに行きました。
ボランティアをする内容は、家のゆかのすみにうまった土を取り出して、きれいにすることです。他の、土を運ぶ作業もしてみたかったけど、その時のわたしはまだ二年生くらいだったので、小さな作業しかすることができませんでした。
土を取り出して、きれいにする作業は歯ブラシを使い、ゴーグル・マスクをかけながらするので、暑くてとても時間がかかりました。わたしは、これほど大変だとは思っていなかったのでボランティアの仕事の大切さを知りました。土砂災害にあった人は、一人の力では立ち直ることのできないということも、体で実感することができました。
今、台風などによる災害が毎年のように発生しているので、より多くの人の手助けが必要になると思いました。わたしも、そのような人の力になれるように、がんばりたいです。
次は私の番　　　　　　　　　　　　　　　 《小学生の部　入選》
青崎小学校六年　久保田　理央　

七月に西日本で災害が起きました。家はつぶされ、人は流され、大変な事になりました。その中、私の友達、民生・児童委員の方々の家がなくなりました。友達はショックで学校にこなくなりました。たくさんの人達が泣いていました。友達は私が泣いているとはげましてくれました。次は私の番、私がはげましに行きました。
「大じょうぶ？つらい思いはみんなも同じだよ。いっしょにがんばろう！」
と、言うと、

「ありがとう。元気出てきた。」

と言い、学校に来てくれました。
民生・児童委員さんや、私達をいつも見守ってくれている方々もショックで泣いていました。いつも朝のあいさつや帰り道で元気づけてくれています。次は私が元気づける番。みんなで手紙を書きました。その次の日に様子をみにいくと、みんなの顔が笑顔になっていました。うれしくて涙が出ました。このような事があってもなくてもみんなといっしょに支えあい、協力しあい、がんばっていきたいです。
困っている人を助けたい　　　　　　　　　　《小学生の部　入選》

庚午小学校六年　胤森　咲希　

私は、五年生の時に左手を骨折したことがあります。その時、野外活動の前で参加しても大丈夫かとても不安でしたが、前から楽しみにしていたので包帯をまいていましたが二泊三日の野外活動に参加しました。
　その時、左手があまり使えなかった私を同じグループの人やクラスメイトそして先生方に手助けをしてもらったおかげで無事に野外活動を終えることが出来ました。私は友人達が体験したこととは別に、ふだんだったら分からない少しちがった思いや体験を出来たような気がします。最初は不安でしたが、参加して本当によかったと思っています。
　この体験を通して私は、体の不自由な人や困っている人の気持ちがよく分かるようになりました。だから今度は、私が体の不自由な人や困っている人を見かけたら何か出来ることがないかを考えて助けてあげたいと思います。そして、その人達がうれしい気持ちになれば私も周りの人達もうれしい気持ちになれるのではないかと思います。
六年生だから味わえる　　　　　　　　　　　《小学生の部　入選》
庚午小学校六年　児童　

六年生になるとみんなのために働くことが増える。最高学年として、たくさんのことをまかされる。たのまれた仕事をするのはとても大変。だけど仕事を終えみんなの笑顔を見ると、一瞬にしてつかれが消えた。この喜びは、六年生だからこそ味わえたことだと思う。
他にも、目立たない仕事をした時ありがとうと言われなくても、役に立てた、や手伝いができたと思うとうれしくなる。人の役に立つ仕事はなぜこんなにうれしくなるのかと思う。人の役に立つ仕事は周りの人だけではなく自分も笑顔にする力がある。他の学年では味わえない喜び、みんなの笑顔を見ることができる。自分には大きなことはできないとしても、あいさつなどの小さなことでもいい。人のためにさえ働けば気持ちがいい。やってもらうより、自分からやる方がいいと思った。
だから私はしょう来、医者などの役に立つ仕事がしたい。このような夢をもてるのは、六年生だから味わえた喜びのおかげだと思う。このような経験をこれからもしていきたい。
思いやり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 《小学生の部　入選》
井口明神小学校六年　小田　悠成　

「だいじょうぶですか？手伝いましょうか。」
お兄ちゃんが、おじさんに声をかけました。それは、家族旅行で行ったときに起きた出来事でした。
　車イスのおばあさんをおしていたおじさんが神社に続く階段をのぼろうとして、
「おばあちゃんはおんぶするから車イスを持ってあがろう。」
とおばさんに話す声が聞こえてきました。お兄ちゃんはおじさんに話しかけると、さっと車イスを持って、おじさんの後についてあがって行きました。お兄ちゃんは、おじさん達に、
「本当に、ありがとね。」
と言われていました。その後お母さんに、
「あんた、すごいじゃん。」
と言われて、とてもうれしそうでした。お兄ちゃんは自分のことだけでなく、まわりにも気を配れてすごいなと思いました。人に感しゃされるのは良いなと思いました。
　ぼくも、お兄ちゃんのように困っている人がいたら思いやりを持って行動したいです。
「奉仕の心」で街を綺麗に　　　　　　　　　 《小学生の部　入選》
井口明神小学校六年　常藤　結愛　
「奉仕の心」それは去年授業で習った言葉です。何か行動に起こす時、社会のために全力を尽くす心。私は授業でこの言葉を習ってから、社会のためにできる事を考えるようになりました。
そこで家庭科のさいほうの授業が終わった後、床に落ちていた糸くずを拾う事から始めました。糸くずを拾うと教室が綺麗になり、気分がスッキリしました。私の行動一つでだれかのためになっていると思うと、とてもほこらしいです。
最近街を歩いていて、お菓子の袋や空き缶が沢山落ちているのを見ると嫌な気持ちになります。そこで学校だけでなく、街でもゴミ拾いをしたいと思うようになりました。
一年前、フラワーフェスティバルのゴミ拾いに参加した事があります。その時に拾ったゴミの量を見て、こんなに拾ったんだ、ととてもうれしかったのを覚えています。これからも、そのような地域を綺麗にする活動に参加し、ポイ捨てをなくしたいです。
物語で、だれかを笑顔に　　　　　　　　　　　《小学生の部　入選》
山本小学校六年　西　真花　
　私は、本を読んで感動したり、すてきな考え方や行動を知ったりしたことがあります。私は、文章や物語をつくることが得意です。しょう来は、作家になりたいと思っています。
　作家になったら私は、読んでくれる人を笑顔にしたり、明るい気持ちにしたり、なやんでいる人も勇気づけたりできるような、おもしろくって感動できる、すてきな物語をつくりたいです。自分の思う、良い考え・気持ち・行動を、物語や小説といったかたちでたくさんの人に伝えたいと思います。自分の得意なこと・好きなことでだれかを元気づけられるようになりたいです。
しょう来、物語を通して色々な人を笑顔にできるよう、今から少しずつでも多くのことを経験し、知り、周りのことを考えて行動していきたいと思います。
だれかのためになるような物語をつくることを目標に、色々なことにチャレンジしていきたいです。
ぼくが公園を守る！　　　　　　　　　 　　　　《小学生の部　入選》
梅林小学校六年　西森　亮太　

　今、ぼくは公園で遊んでいる人たちのために公園のゴミ拾いをしている。公園には、いつもゴミが落ちていて、ぼくが公園で遊んでいるときに小さい子がゴミに引っかかって転げそうになったことを見た。そのとき、ぼくは思った。「ゴミが落ちていると小さい子があぶないし公園がキレイにならない！」
　翌日、ぼくはさっそくゴミを拾うことにした。公園に落ちていたビニールぶくろを使いおかしのふくろや、たばこなども拾った。ペットボトルやカンは、近くにあるペットボトルとカン専用のゴミ箱へすてた。すっかりキレイになった公園をみて、ぼくはほほえんだ。
　一週間後、公園にいくと、ゴミはなかった。公園がキレイだとゴミをすてようなんて思わないんだなと感じた。小さい子から高れい者まで太陽にてらされたキラキラの汗を
流しながら、元気いっぱいに遊んでいた。
　これからもぼくはみんなの笑顔がみたいから、ゴミ拾いを続けることをこころがける。
一生懸命な復旧　　　　　　　　　　　　　　　 《小学生の部　入選》
深川小学校六年　　村　佑心　


昨年七月におこった西日本豪雨で、ぼくの学校は、甚大な被害を受けた。地域の方々をはじめ、様々な方がボランティアに来てくださった。ぼくも友達といっしょに、学校の復旧に取りくんだ。当然、一週間では、終わらない作業に、ぼくは、「いつになったら、復旧するんだ」という毎日だった。ぼくは、めんどくさくなって帰りたくなることもあった。学校があとちょっとで復興という時も地域の方々は、休まず作業をしている。自分の母校でも、深い関わりがあるわけでもないのに。ぼくは、そこでやっと気付いた。自分のためではなく、だれかのためにがんばるということを。それからぼくは、作業をするのが、楽しくなった。だれかのためにする気持ちを知ったからだ。今では、もう学校は、復旧して、ぼくは、毎日のように、勉強している。ボランティアに協力し、大事なことを気付かせてくださった、地域の方々のがんばりのおかげで。
初めてのボランティア　　　　　　　　　　　  《小学生の部　入選》
落合小学校六年　久村　真央　

ヘアドネーションを知っていますか。
私は四年生の時、初めて参加しました。ヘアドネーションとは、病気で髪の毛が抜けてしまった人のために、自分の髪を寄付することです。きっかけは、たまたまテレビで見て自分でもできるかもと思ったからです。
　四年生の時は、１５㎝寄付しましたが、この長さだと前髪などの部分ウィッグにしかなりませんでした。ロングのウィッグを作るには最低３０cmの髪が必要です。次こそはと、二年間のばしました。と中洗うのが大変で、何度か切りたくなりましたが、今、私ががんばればと思い、３０cm以上の髪を寄付することができました。私にとって、ヘアドネーションは自分で決めてやったはじめてのボランティアでした。私がこの運動に参加したことを友人に話したら、何人かの友人も参加してくれました。小学生の私たちにも、人のためにできることはたくさんあります。一人でも多くの人の役に立てるように、これからもいろいろな情報を見て、聞いて、がんばっていきたいと思います。
妹のためにできること　　　　　　　　　　　　 《小学生の部　入選》
五日市東小学校六年　平岡　佳那恵　

だれかのためにできることの作文をかきましょうと先生から言われた時、私は、妹のことを思い出した。私の妹は、小学二年生。妹には、障害があると聞いた。自分は思った。「妹のために何かできることがないだろうか。」と、それでも、自分ことで精一杯。でも、母ばかりにたよってばかりじゃいつまでたっても上手くいかない。私は母のやり方を手本にして、まずは遊びの中で妹とふれあってみた。「です。」「ます。」をつけて、話したり、同じ言い方でも分からなければ、言葉を変えてみたりして、対応を変えた。それでも、しかる時は、ちゃんとしかった。最近では、妹は、勝手に、私のノートを引っぱり出して、勉強したり、進んでご飯の準備をしたりしている。会話がなり立たなくてもどかしい時もあるが、いつも明るく、優しい妹が、私は大好きだ。
障害があるというと、冷たい目で見る人がいるが、私は妹に障害があることを忘れていることが多い。それぐらい妹はがんばっている。だからこそ、障害をいじめの理由にしてほしくない。私は優しい心を持ち続けたい。
両親のためにできること　　　　　　　　　　　 《小学生の部　入選》
広島県立広島南特別支援学校小学部六年　西川　心望　

私が両親のためにできることは、自分の命を大切にすることだと思います。
両親は私をここまで大切に育ててくれました。私の耳が聞こえない事を知ると、手話を覚えてたくさん話してくれました。私が悪いことをしたら、きちんとしかってくれました。私が何かを自まんしたらほめてくれました。
　もし、嫌な事がたくさん起きて苦しくなって、自分の人生が嫌になって自殺したら、両親が悲しみます。それに、私をここまで育ててくれた両親の私への思いを裏切ってしまいます。
私は、両親の悲しむ顔は見たくないし、両親の私への思いも裏切りたくありません。だから私が、両親のためにできることは、どんなに今が苦しくて、自分の人生が嫌になったとしても、自分の人生を放り出さない事です。そして、良くなるように努力して、生きることを諦めません。
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